
表 1.1 から表 1.2 を作成 

 下記は表 1.1（tbl1.1.xls）の外国為替相場のデータである。 

 
B2 にマウスを置きクリックする。次に，マウスの左ボタンを押し続けながら，マウスを下に動かして，

B209 のところで左ボタンを離して範囲を選択する。 

 小数点以下の桁を揃えるには，範囲が選択された状態で， か のどちらかをマウスで押す。

を押すと小数点の桁が増え， をマウスで押すと小数点の桁が減る。tbl1.1.xls の場合は，

両方の記号を 1 回ずつマウスで押せば小数第二位で揃う。 



 

外国為替相場の変化率を計算するためには，C3 でマウスを置きクリックする。そこで，

=100*(B3-B2)/B2 とタイプして，Enter キーを押す。このとき，-1.36897 の数字が C3 に現れる。

B3 には 121.04，B2 には 122.72 という数値がそれぞれ置き換えられていることがわかる。 

C3 以降の値を計算するためには，C3 にマウスを置いてクリック，マウスの左ボタンを押して，

「コピー（C）」をマウスでクリックする。次に，C4 から C209 まで範囲を選択して，選択した範囲

内でマウスの右ボタンを押して，「貼り付けのオプション」の一番左の項目「貼り付け（P）」をクリ

ックする。 

 

さらに，小数点の桁数を 1 桁に揃えると，表 1.2 が得られる。 



表 1.2 から図 1.2 の作成 

C3 の値を 10 倍して，0.5 を足して，整数化する(整数化の関数が INT)。これを 10 で割ると，小数

第 2 位を四捨五入したことになる。すなわち,下記のように，D3 で =INT(10*C3+0.5)/10 とタイプす

る。 

 

同様の方法で，D3 以降の値を計算するためには，D3 にマウスを置いてクリック，マウスの左

ボタンを押して，「コピー（C）」をマウスでクリックする。次に，D4 から D209 まで範囲を選択して，

選択した範囲内でマウスの右ボタンを押して，「貼り付けのオプション」の一番左の項目「貼り

付け（P）」をクリックする。 

 



 次に，データ範囲を求めるために 大値と 小値を求める。F2 に =MAX(D3:D209) とタイ

プして，D 列のデータの 大値を求める。F3 には =MIN(D3:D209) とタイプして 小値を求め

る。 

 

データ範囲が -9.9～8.4 となったので，下記のように，境界階級値を-10.05 から 9.95 まで

2 刻みとする。 

 

度数分布表を作成する。「データ」のタブを選び，一番右に「データ分析」のタブをクリックす

ると，下記の画面が現れ，「ヒストグラム」を選んで，「OK」ボタンをクリックする（データ分析の追



加方法として，別ファイルの「analysis.pdf」を参照せよ）。 

 

このとき，下記の画面が出てくる。「入力範囲(I)」には対象とするデータの範囲を設定する。「入

力範囲(I)」の右の空欄をクリックしてから，D3 でマウスの左ボタンを押し続けながら，D209 で左

ボタンを離すと，$D$3:$D$209 という文字が自動的に入力される。 

 

「データ区間(B)」では階級境界値を選ぶ。さらに，「出力先」にチェックを入れて，F15 に結果

が出力されるように設定する。そして，「OK」ボタンを押すと次のように度数が出力される。 



 
 

「データ区間」の-8.05 の欄は，-10.05～-8.05 の意味となる。「頻度」が度数と同じである。 

この状態で，「挿入」というタブを選ぶと， 

 

 

 

が現れる。 をクリックすると，下記の画面が出てくる。 



 

「2-D 縦棒」の一番左のグラフをクリックすると，下のようなヒストグラムが得られる。 

 



このグラフは本文の図 1.2 に対応する。 

練習問題 2.5（表 1.5 を用いて平均，標準偏差の計算） 

E17 に =(F16+F17)/2 とタイプして，階級値を求める。G28 には =SUM(G17:G26) とタイ

プして，「頻度」（すなわち，度数）の合計を求める。 

 
H17 に =E17*G17，I17 に =E17^2*G17 をそれぞれタイプして，コピーして，H18～H26，I18～I26

にそれぞれ貼り付ける。E17^2 と E17*E17 は同じ意味である（E17 の数値の２乗）。G30 に 

=SUM(H17:H26)/207，G31 に =SUM(I17:I26)/207-G30^2，G32 に =G31^0.5 をそれぞれタイプし

て，下のように，平均，分散，標準偏差が計算される。G31^0.5 は G31 の数値のルートを表し，

SQRT(G31) としてもよい。 



 


